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利用者の安全確保のため早急な改善が望まれます

新たに教職員住宅が整備される予定です

　

平
成
30
年
５
月
31
日
を
も
っ

て
退
職
し
た
小
野
寺
健
二
前
監

査
委
員
︵
識
見
︶
の
後
任
と
し

て
新
た
に
中
村
司
氏
︵
中
平
・

59
歳
︶
が
就
任
す
る
こ
と
が
議

会
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
任
期

は
平
成
30
年
６
月
15
日
か
ら
４

年
間
で
す
。

　

一
般
会
計
で
歳
入
歳
出
に
２

億
６
４
２
万
９
千
円
を
増
額
し
、

総
額
で
41
億
３
９
３
８
万
３
千

円
と
し
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
前
年
度
繰
越
金

１
億
６
８
７
８
万
８
千
円
、
教

員
住
宅
整
備
事
業
債
３
４
８
０

万
円
な
ど
を
増
額
し
、
歳
出
で

は
、
北
区
町
内
会
館
改
修
事
業

４
３
２
万
円
、
国
民
宿
舎
事
業

特
別
会
計
操
出
金
３
９
２
９
万

５
千
円
、
村
営
住
宅
管
理
経
費

２
０
０
万
円
、
教
職
員
住
宅
整

備
事
業
３
７
６
５
万
５
千
円
な

ど
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
し
ま
し
た
。

　

６
月
定
例
会
は
６
月
12
日
か
ら
15
日
ま
で
の
４
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
、
平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
と
５
つ
の
特
別
会

計
の
補
正
予
算
や
監
査
委
員
の
任
命
同
意
な
ど
全
11
議
案
が

村
長
か
ら
提
出
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
全
て
可
決
し
ま

し
た
。

２
億
６
４
２
万
円
増

え
ぼ
し
荘
で
耐
震
強
度
不
足

　
　
　
　
　
　
　

工
事
費
を
予
算
計
上

６ 月
定 例 会

一
般
会
計

補
正
予
算

人 

事

監
査
委
員
に

中
村 

司 

氏
中村 司 氏
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（単位：千円）

　

平
成
30
年
６
月
28
日
を
も
っ

て
任
期
満
了
と
な
る
選
挙
管
理

委
員
と
補
充
員
の
選
挙
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
選
挙
の
方
法
は
議

長
に
よ
る
指
名
推
薦
で
、
現
委

員
の
全
員
が
そ
の
ま
ま
当
選
し

ま
し
た
。

選
挙
管
理
委
員
と

補
充
員
の
選
挙
結
果

問　

公
園
管
理
総
務
費
の
増
額

の
理
由
は
。

答　

都
市
公
園
の
管
理
に
関
す

る
施
策
が
国
に
認
め
ら
れ
、「
イ

ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
大
賞
」

の
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
こ
と
に

伴
う
関
係
者
の
旅
費
を
見
込
ん

だ
も
の
。

問　

観
光
振
興
経
費
の
内
容
は
。

答　
「
の
ん
ち
ゃ
ん
」
の
着
ぐ
る

み
の
製
作
に
係
る
費
用
で
あ
る
。

問　

村
営
住
宅
管
理
経
費
の
増

額
の
理
由
は
。

答　

新
山
住
宅
の
う
ち
３
棟
の

建
物
内
部
に
、
腐
食
が
確
認
さ

れ
た
こ
と
に
伴
う
修
繕
料
で
あ

る
。

問　

旧
北
区
地
区
町
内
会
館
の

改
修
事
業
の
内
容
は
。

答　

定
住
促
進
や
大
学
生
の
研

究
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
な
ど

で
の
宿
泊
を
想
定
し
た
施
設
と

す
る
た
め
の
改
修
で
、シ
ャ
ワ
ー

ユ
ニ
ッ
ト
の
増
設
や
家
電
の
設

置
を
見
込
ん
だ
も
の
。

入居者の安全確保のため早急な対策が望まれます

引き続き官民協働で維持管理していきます

質　

疑

Ｑ
＆
Ａ

繰越事業一覧

　平成 29 年度内に完了しなかった事業について、村当局より議会へ報告があり、これらは平成 30 年度
に予算を繰り越して執行されます。繰越額は総額で５億 7,185 万円となりました。

復
興
関
連
の
ハ
ー
ド
事
業
も
残
り
わ
ず
か
で
す

事　　業　　名 総事業費 繰 越 額

水産物供給基盤機能保全事業 46,000 46,000

復興道路事業 101,214 98,849

がけ地近接等危険住宅移転事業 14,029 14,029

公共下水道施設整備事業（特別会計） 295,000 295,000

簡易水道施設事業（特別会計） 17,500 17,500

復興道路事業（事故繰越） 1,602 1,602

農地・農業用施設災害復旧事業（事故繰越） 3,692 3,692

林道施設災害復旧事業（事故繰越） 95,180 95,180

合　　　計 574,217 571,852

補　　充　　員 選 挙 管 理 委 員

第１順位 米　田　講　悦

委　員

橘　　　正　剛

第２順位 畑　村　広　行 沢　里　賢　雄

第３順位 中　村　優　介 米　田　榮　行

第４順位 野　竹　みつえ 田　中　保　雄
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「村政を問う」
　　　　　　～ 一般質問　５人が登壇 ～

◆ 小野寺　光　男　議員（５ページ）
　　― 第一次産業の後継者不足への対応は ―

その他の質問
　・定住、移住対策について　・自主防災組織について　・都市公園について　・私道整備について

◆ 山　田　陽　子　議員（６ページ）
　　― 村民が特産品を味わえる取り組みを ―

その他の質問
　・ハラスメント等の研修及び相談窓口の設置・周知啓発について　・受動喫煙及び三次喫煙防止の

　取り組みについて　・ペーパーレス会議について　・大阪大オムニサイト（ＯＯＳ）協定について

◆ 米　田　徳一郎　議員（７ページ）
　　　  ― 交流物産館の再検討を ―

その他の質問
　・交流物産館の再検討について　・久慈広域管内の医療体制について　・危機管理体制について

　・避難道路整備について　・街路灯の復旧について　・いじめ問題について

◆ 古　舘　幹　男　議員（８ページ）
　　　　― 労働支援員の確保を ―

その他の質問
　・労働支援員確保について　・一次産業の後継者について　・交通安全対策について

　・24時間営業店の移転の影響について

◆ 宇　部　武　典　議員（９ページ）
　　　― 本町通りの空き地対策は ―

その他の質問
　・東日本大震災大津波からの復興の取り組みに関して　・国民健康保険事業の広域化に関わって

　・野田村の「交流物産施設」構想と久慈地区「広域道の駅」計画の関連性について

　・子どもの医療費無料化政策の拡充に関して　・木質バイオマス発電と森林の再生問題に関して

　・国民の疑問に答える国会の審議を求める問題について

※本号掲載以外の質問に関しては村ＨＰをご覧ください

http://www.vill.noda. iwate. jp/
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小野寺 光 男 議員

第一次産業の後継者不足への対応

村長　取り組みを継続し担い手確保

第
一
次
産
業
を
基
礎
と
す
る
本

村
の
産
業
に
つ
い
て
、
就
業
者

の
高
齢
化
や
就
業
人
口
の
減
少

が
進
ん
で
い
る
。
荒
海
ホ
タ
テ

や
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
建
設
に
伴
い

生
産
量
拡
大
に
対
す
る
期
待
が

高
ま
っ
て
お
り
、
後
継
者
不
足

へ
の
対
応
が
重
要
と
考
え
る

が
、
村
の
様
々
な
事
業
に
対
す

る
評
価
と
今
後
の
見
通
し
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い

る
か
。

村
長　

後
継
者
確
保
の
た
め
の

事
業
と
し
て
、
新
規
就
業
者
の

初
期
段
階
を
支
援
す
る
制
度
や

就
業
後
に
対
す
る
支
援
、
復
興

支
援
員
制
度
や
地
域
お
こ
し
協

力
隊
制
度
の
活
用
な
ど
、
取
組

み
に
対
す
る
成
果
は
徐
々
に
出

始
め
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て

お
り
、
今
後
も
取
組
み
を
継
続

し
、
担
い
手
確
保
に
繋
げ
て
参

り
た
い
。

本
村
に
お
い
て
も
少
子
高
齢

化
、
人
口
減
少
が
進
ん
で
い

る
。
若
者
の
雇
用
の
確
保
、
魅

力
あ
る
住
宅
の
確
保
な
ど
、
未

来
を
担
う
人
材
の
定
住
に
力
を

入
れ
る
べ
き
と
思
う
が
、
取
り

組
み
は
。
ま
た
移
住
者
向
け
の

支
援
は
。

村
長　

少
子
高
齢
化
、
人
口
減

少
は
大
変
重
要
な
問
題
で
あ
る

と
認
識
し
、
未
来
を
担
う
人
材

の
移
住
・
定
住
に
対
す
る
対
策

は
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
子
育

て
世
代
を
支
援
し
て
い
る
。
今

後
も
補
助
制
度
に
つ
い
て
村
内

外
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。
ま
た
旧

北
区
町
内
会
館
を
改
修
し
、
移

住
希
望
者
の
体
験
住
宅
、
交
流

体
験
な
ど
、
多
目
的
に
活
用
す

る
準
備
を
進
め
て
い
る
。

以
前
、
一
般
質
問
で
、
村
で
整

備
す
る
た
め
に
は
村
道
認
定
す

る
必
要
が
あ
り
、
い
く
つ
か
の

条
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
る

が
、
土
地
所
有
者
を
含
め
た
地

域
か
ら
の
要
望
が
あ
れ
ば
、
条

件
等
を
勘
案
し
検
討
す
る
と
の

答
弁
が
あ
っ
た
。
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
不
均
衡
の
問
題
も
あ
る
と

思
う
が
、
条
件
の
一
部
を
見
直

し
整
備
す
る
考
え
は
。

村
長　

必
要
性
や
優
先
度
、
予

算
等
を
勘
案
し
必
要
と
判
断
し

た
場
合
に
は
、
認
定
と
な
る
。

現
在
運
用
す
る
条
件
は
、
対
象

と
な
る
路
線
の
所
有
権
や
規

模
、
構
造
、
公
共
性
等
、
村
道

と
し
て
最
低
限
必
要
な
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。

・
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て

・
都
市
公
園
に
つ
い
て

定
住
促
進

私
道
整
備

そ
の
他

後継者不足は喫緊の課題です

改
修
予
定
の
旧
北
区
町
内
会
館
（
右
）

以
前
か
ら
整
備
の
要
望
が
あ
っ
た
上

明
内
地
区
内
の
私
道
（
左
）
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山 田 陽 子 議員

村民が特産品を味わえる取り組みを

村長　誰もが参加できるイベントを開催

特
産
品
の
良
さ
を
も
っ
と
住
民

と
共
有
し
、
共
に
守
り
育
て
て

い
く
た
め
、
の
だ
塩
・
山
ぶ
ど

う
ワ
イ
ン
や
ジ
ュ
ー
ス
を
村
民

に
味
わ
っ
て
も
ら
う
方
策
は
。

村
長　

の
だ
塩
は
、
村
内
小
売

店
の
10
店
舗
で
取
り
扱
っ
て
お

り
、
今
後
も
拡
大
し
て
い
く
。

山
ぶ
ど
う
ワ
イ
ン
等
は
村
内
全

酒
店
で
取
り
扱
っ
て
い
る
の

で
、
環
境
は
整
っ
て
い
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

安
価
な
も
の
で
は
な
い
の
で
、

村
民
価
格
を
考
え
て
は
ど
う

か
。
ま
た
、
村
内
の
行
事
で

の
乾
杯
は
、「
山
ぶ
ど
う
ワ
イ

ン
・
ジ
ュ
ー
ス
」
に
し
て
は
ど

う
か
。

村
長　

イ
ベ
ン
ト
等
で
割
引
販

売
等
実
施
し
て
い
る
の
で
村
民

価
格
は
考
え
て
い
な
い
。
乾
杯

に
つ
い
て
は
、
そ
の
際
使
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
㏚
に
努
め
て

い
く
。

こ
れ
ま
で
に
職
員
等
を
対
象
に

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
の
研
修
会
を

実
施
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
そ

の
必
要
性
と
相
談
窓
口
及
び
周

知
啓
発
に
つ
い
て
検
討
し
た
の

か
伺
う
。

村
長　

村
単
独
の
研
修
会
は
実

施
し
て
い
な
い
。
今
後
は
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
対
策
を
目
的
と

し
た
研
修
会
を
実
施
す
る
よ
う

働
き
か
け
て
い
く
。
相
談
窓
口

は
県
に
委
託
し
、
県
人
事
委
員

会
が
相
談
窓
口
と
な
っ
て
い
る

が
改
め
て
周
知
を
し
て
い
く
。

村
の
公
共
施
設
等
の
分
煙
化
の

実
態
は
。
ま
た
、
受
動
喫
煙
及

び
三
次
喫
煙
防
止
に
向
け
た
取

り
組
み
は
。

村
長　

①
分
煙
化
さ
れ
て
い
る

の
は
、
役
場
庁
舎
、
総
合
セ
ン

タ
ー
。
②
建
物
内
禁
煙
は
、
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
体
育
館
、

保
健
セ
ン
タ
ー
、
ラ
イ
ジ
ン
グ

サ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
。
③
敷
地
内

禁
煙
は
、
小
学
校
、
中
学
校
。

　

今
後
は
、
国
・
県
の
動
向
を

踏
ま
え
、
公
共
施
設
や
村
内
の

団
体
等
へ
推
進
の
検
討
を
し
て

い
く
。

二
次
喫
煙
（
受
動
喫
煙
）

…
喫
煙
者
が
吐
き
出
し
た
煙
や

タ
バ
コ
か
ら
直
接
立
ち
の
ぼ
る

煙
を
他
者
が
吸
入
す
る
こ
と
。

三
次
喫
煙
（
残
留
受
動
喫
煙
）

…
タ
バ
コ
を
消
し
た
後
の
残
留

物
か
ら
有
害
物
質
を
吸
入
す
る

こ
と
。

小
中
学
校
の
児
童
生
徒
の
健
康

診
断
の
結
果
、
呼
吸
器
疾
患
や

虫
歯
等
が
多
い
の
が
２
次
・
３

次
喫
煙
な
ど
が
及
ぼ
す
影
響
が

関
係
し
て
い
る
と
危
惧
す
る

が
、
喫
煙
と
家
庭
環
境
の
実
態

調
査
を
実
施
す
る
考
え
は
。

村
長　

考
え
て
い
な
い
。

教
育
長　

考
え
て
い
な
い
。

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
に
つ
い

て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入

に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

村
長　

県
内
の
市
町
村
の
今
後

の
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
判
断

し
て
い
く
。

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議

…
紙
を
使
わ
な
い
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
等
を
用
い
た
会
議
シ
ス
テ
ム

大
阪
大
学
オ
ム
ニ
サ
イ
ト
（
Ｏ

Ｏ
Ｓ
）
協
定
に
つ
い
て
、
村
と

し
て
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な
展

開
を
目
指
し
て
い
く
の
か
。

村
長　

復
興
支
援
や
村
づ
く
り

に
お
い
て
、
友
好
的
な
協
力
関

係
の
も
と
、
交
流
事
業
に
係
る

検
討
を
重
ね
て
い
る
。
交
流
人

口
、
関
係
人
口
の
創
出
事
業
の

展
開
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
可
能
性

を
探
る
た
め
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

議会と村当局で協調して検討して
いく必要があります　　　　　　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議

受
動
喫
煙
防
止

Ｏ
Ｏ
Ｓ
協
定

村
全
体
で
特
産
品
の
良
さ
を
共
有

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
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交流物産館の再検討を

村長　客観的に調査・検討する

立
地
場
所
、
ま
ち
な
か
賑
わ
い

再
生
へ
の
効
果
、
管
内
の
類
似

施
設
と
の
競
合
建
設
時
期
、
場

所
に
問
題
が
多
い
こ
と
か
ら
再

検
討
す
べ
き
で
は
。

村
長　

本
年
度
に
実
施
す
る

「
交
通
動
態
調
査
」
の
中
で
、

三
陸
沿
岸
道
路
開
通
に
よ
る
村

内
経
済
へ
の
影
響
や
予
測
を
踏

ま
え
求
め
ら
れ
る
機
能
な
ど
、

関
係
団
体
等
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
含
め
客
観
的
に
調
査
・
検

討
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す

の
で
そ
れ
ら
の
結
果
を
踏
ま
え

対
応
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
商
工
業
者
の
理
解
と

協
力
、
生
産
者
等
と
の
協
議
、

協
力
は
、
基
本
構
想
策
定
の
際

に
、
関
係
団
体
か
ら
新
施
設
整

備
に
求
め
る
機
能
な
ど
、
ご
意

見
を
伺
っ
て
い
る
が
、「
交
通

実
態
調
査
」
の
中
で
改
め
て
ご

意
見
を
伺
い
た
い
と
考
え
て
い

る
。

夜
間
の
救
急
医
療
、
特
に
乳
幼

児
の
担
当
医
師
が
不
足
し
て
お

り
、
出
産
・
子
育
て
の
不
安
解

消
の
た
め
国
・
県
に
対
し
て
強

く
要
請
す
べ
き
で
は
。

村
長　

医
師
確
保
に
つ
い
て

は
、
各
種
の
機
会
を
捉
え
て
継

続
し
て
要
望
し
て
い
る
。
岩
手

県
保
健
医
療
計
画
を
策
定
す
る

際
に
も
、
特
に
産
婦
人
科
、
小

児
科
の
医
師
確
保
が
必
要
で
あ

る
と
要
望
し
て
い
る
。

総
合
医
療
専
門
医
は
地
方
、
或

い
は
深
夜
の
救
急
医
療
に
重
要

な
役
割
を
担
う
医
師
の
養
成
制

度
だ
と
期
待
し
て
い
る
が
見
通

し
は
。

村
長　

総
合
診
療
専
門
医
制
度

は
重
要
な
こ
と
は
認
識
し
て
い

る
が
医
師
の
偏
在
、
不
足
の
解

消
と
併
せ
て
、
あ
る
程
度
の
期

間
を
僻
地
医
療
に
従
事
す
る
こ

と
等
を
条
件
に
要
望
等
を
進
め

て
い
き
た
い
。

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
契
機

に
地
域
防
災
体
制
整
備
が
必
要

と
考
え
る
が
、
現
状
と
課
題

は
。

村
長　

自
主
防
災
組
織
の
結
成

は
、
北
区
、
旭
町
、
下
安
家
及

び
婦
人
消
防
協
力
隊
の
四
団
体

で
旭
町
、
下
安
家
は
震
災
、
災

害
に
よ
り
休
止
状
態
で
あ
る
。

震
災
等
に
係
る
復
旧
・
復
興
の

ハ
ー
ド
事
業
や
生
活
再
建
事
業

等
が
概
ね
完
了
し
た
こ
と
か

ら
、
消
防
団
と
連
携
を
図
り
活

動
再
開
や
新
た
な
結
成
に
向
け

取
り
組
ん
で
い
く
。

震
災
で
損
壊
し
た
旭
町
、
本
町

地
区
の
街
路
灯
は
、「
ま
ち
な

か
賑
わ
い
再
生
」
に
必
要
だ

が
、
そ
の
時
期
は
。

村
長　

区
画
整
理
区
域
内
の
防

犯
灯
や
交
差
点
照
明
は
、
本

町
、
旭
町
地
区
の
住
民
で
構
成

さ
れ
て
い
た
「
城
内
地
区
地
域

づ
く
り
協
議
会
」
既
存
の
防
犯

灯
の
復
旧
も
兼
ね
て
整
備
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
時
点
で
は

新
た
な
街
路
灯
を
整
備
す
る
予

定
は
な
い
。

街
路
灯
は
城
内
地
区
に
１
０
５

基
、
国
の
補
助
を
い
た
だ
き
村

が
事
業
主
体
と
し
て
整
備
し
た

村
の
財
産
、
震
災
復
旧
さ
れ
る

べ
き
で
は
。

村
長　

現
段
階
で
は
、
あ
の
場

所
に
更
な
る
設
置
は
考
え
て
い

な
い
。
地
域
か
ら
負
担
も
含
め

要
望
が
あ
れ
ば
事
業
導
入
等
を

検
討
し
た
い
。

医
療
体
制

危
機
管
理

街
路
灯

村中心部のようす

医師不足問題は、地方の抱える
大きな問題の一つです　　　　

北
区
地
区
（
左
）

本
町
・
旭
町
地

区
（
右
）
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労働支援員の確保は

村長　労働力確保に向けた対策を検討

一
次
産
業
を
支
え
る
労
働
支
援

員
確
保
が
年
々
厳
し
く
な
っ
て

い
る
と
聞
く
が
現
状
は
。

村
長　

漁
業
で
は
養
殖
漁
業
の

入
替
時
期
や
出
荷
時
期
が
、
農

業
は
田
植
時
期
や
収
穫
時
期
で

労
働
力
が
必
要
に
な
る
と
伺
っ

て
い
る
。
現
状
で
は
、
生
産
者

自
身
で
な
ん
と
か
確
保
で
き
て

い
る
よ
う
だ
が
、
高
齢
化
の
進

行
等
に
よ
り
年
々
厳
し
く
な
っ

て
い
る
と
聞
く
。

生
産
者
に
の
み
任
せ
る
の
で
は

な
く
、
行
政
主
導
し
漁
協
、
農

協
の
協
力
を
得
て
、
株
式
会
社

野
田
村
に
人
材
登
録
す
る
制
度

は
作
れ
な
い
か
。

村
長　

労
働
支
援
を
直
々
に

行
っ
て
い
る
方
も
減
っ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
株
式
会
社
涼
海

の
丘
で
は
、
定
款
で
作
業
受
託

等
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。
そ

う
い
っ
た
組
織
と
連
携
し
な
が

ら
体
制
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

一
つ
の
仕
事
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

年
間
を
通
し
た
仕
事
が
で
き
る

よ
う
に
考
え
て
い
け
れ
ば
と
思

う
が
、
考
え
は
。

村
長　

現
在
、
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
だ
が
、
難
し
い
。
加
工

等
も
含
め
て
通
年
で
の
仕
事
に

な
れ
ば
一
番
理
想
的
だ
と
思
っ

て
い
る
。

漁
業
の
組
合
を
辞
め
る
方
が
多

い
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の
推

移
と
今
後
の
見
通
し
は
。

村
長　

平
成
22
年
時
点
で
１
９

０
人
だ
っ
た
組
合
員
が
平
成
29

年
で
は
１
４
３
人
と
な
り
、
７

年
間
で
47
人
減
少
し
て
い
る
。

組
合
員
の
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
が
要
因
で
あ
り
、
担
い
手
の

確
保
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

村
で
は
、
漁
協
・
振
興
局
と
連

携
し
、
担
い
手
確
保
に
向
け
た

取
り
組
み
な
ど
を
進
め
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

県
道
の
切
り
替
え
に
よ
り
、
信

号
機
の
設
置
が
期
待
さ
れ
て
い

た
が
、
設
置
は
な
く
、
夏
場
に

通
行
量
が
多
く
な
っ
た
時
が
心

配
と
の
声
が
あ
る
が
、
見
通
し

は
。

村
長　

県
に
よ
る
信
号
機
設
置

の
予
定
は
な
く
、
一
時
停
止
の

規
制
で
対
応
し
て
い
く
と
の
こ

と
で
あ
る
。
村
と
し
て
は
、
全

線
開
通
後
の
状
況
を
確
認
し
、

地
域
か
ら
の
希
望
が
あ
れ
ば
交

通
規
制
対
策
協
議
会
へ
の
要
望

な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

24
時
間
営
業
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
が
宇
部
地
区
に
移
転

し
た
影
響
と
、
他
の
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
出
店
の
情
報

は
あ
る
か
。

村
長　

移
転
の
影
響
や
他
の
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
出
店

情
報
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、

地
元
商
店
が
少
し
で
も
潤
う
こ

と
と
、
住
民
の
生
活
が
不
便
に

な
ら
な
い
よ
う
に
と
考
え
て
い

る
。
情
報
等
あ
れ
ば
提
供
し
て

い
き
た
い
。

後
継
者

交
通
安
全
対
策

悲惨な交通事故防止のため、計画的な
施設整備が望まれます　　　　　　　

関係団体と協力・連携し、第一次産業を支えていく

必要があります　　　　　　　　　　　　　　　　
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本町通りの空き地対策は

村長　空き家情報バンクを活用

村
づ
く
り
の
中
心
地
と
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
「
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
の
本
町
通
り
」
に
残
さ
れ

て
い
る
空
き
地
対
策
は
。

村
長　

大
き
な
課
題
と
認
識
し

て
い
る
。
土
地
所
有
者
に
は
空

き
家
情
報
バ
ン
ク
を
ご
活
用
い

た
だ
き
土
地
の
有
効
活
用
が
図

ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

る
。
な
お
、
土
地
の
利
用
予
定

が
な
い
も
の
は
22
件
で
合
計

１
１
，
１
７
３
㎡
（
約
３
，
７

２
４
坪
）
で
あ
る
。

仮
設
店
舗
で
営
業
す
る
方
に

は
、
復
興
期
間
で
あ
る
２
０
２

１
年
ま
で
は
、
今
ま
で
と
同
様

の
条
件
で
営
業
継
続
と
本
設
移

行
へ
の
支
援
を
続
け
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。

村
長　

利
便
性
の
確
保
や
商
工

業
の
振
興
上
欠
か
せ
な
い
事
業

者
と
考
え
て
お
り
、
現
施
設
の

譲
渡
や
賃
貸
借
な
ど
最
大
限
の

支
援
を
行
う
。

災
害
公
営
住
宅
へ
の
入
居
の
継

承
は
配
偶
者
し
か
で
き
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、
実
態
に

合
わ
せ
た
柔
軟
な
対
応
が
必
要

で
は
。

村
長　

配
偶
者
の
み
な
ら
ず
同

居
者
で
あ
れ
ば
条
例
等
に
沿
っ

て
承
認
し
て
い
る
。
ま
た
、
災

害
公
営
住
宅
の
空
き
家
は
一
般

の
村
営
住
宅
と
し
て
活
用
す

る
。

被
災
者
の
医
療
費
・
介
護
保
険

利
用
料
免
除
は
、
復
興
期
間
の

10
年
間
は
継
続
す
る
よ
う
求
め

て
は
ど
う
か
。

村
長　

県
で
も
継
続
実
施
を
検

討
中
の
よ
う
だ
。

広
域
化
に
伴
う
国
保
税
率
等
の

改
定
に
よ
り
、
国
保
加
入
世
帯

の
約
３
分
の
１
の
世
帯
で
国
保

税
が
引
き
上
げ
と
な
る
よ
う

だ
。
こ
れ
は
避
け
る
べ
き
と
考

え
る
が
い
か
が
か
。

村
長　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
も
あ
る
の
で
、
国
保
加
入

者
の
負
担
に
は
配
慮
し
た
い
。

野
田
村
の
「
交
流
物
産
施
設
」

と
久
慈
地
区
「
広
域
道
の
駅
」

計
画
の
関
連
性
に
つ
い
て
、
村

と
し
て
は
、
広
域
道
の
駅
の
運

営
状
況
や
旅
行
者
な
ど
の
動
向

も
見
な
が
ら
、
じ
っ
く
り
間
を

お
い
て
判
断
す
る
こ
と
が
大
事

な
の
で
は
。

村
長　

こ
の
計
画
は
久
慈
管
内

の
玄
関
口
と
し
て
構
成
市
町
村

に
誘
導
す
る
ハ
ブ
的
役
割
を
担

う
こ
と
、
類
似
施
設
と
の
共
存

を
図
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
合

意
し
た
も
の
だ
。

小
学
校
ま
で
の
医
療
費
無
料
化

（
現
物
給
付
方
式
）
の
実
施
は

い
つ
に
な
る
見
通
し
か
。

村
長　

早
期
の
実
施
に
向
け
て

県
と
協
議
す
る
。

村
内
か
ら
伐
採
・
搬
出
さ
れ
て

い
る
木
材
の
量
は
。
ま
た
、
植

林
の
状
況
は
。

村
長　

平
成
28
年
度
は
約
４
，

５
０
０
ト
ン
、
平
成
29
年
度
が

約
２
，
５
０
０
ト
ン
で
ほ
と
ん

ど
が
村
外
に
搬
出
さ
れ
た
。
造

林
方
法
は
天
然
更
新
と
な
っ
て

い
る
。

国 

保

医
療
費

森 

林

物
産
施
設

空き地解消に向けて、積極的な情報
提供・公開が望まれます　　　　　

被災者の生活に大きく関わる問題です

村内のバイオマス発電所のようす
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岡
吉
比
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男

八
幡
文
耕
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田
陽
子

内
野
澤
　
進

米
田
徳
一
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忠
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小
野
寺
光
男

中
川
大
和

廣
内
和
之

貮
又
正
人
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果

第　

12　

回　

定　

例　

会

議案第１号 平成30年度野田村一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可

議案第２号 平成30年度野田村国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可

議案第３号 平成30年度野田村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可

議案第４号 平成30年度野田村公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可

議案第５号 平成30年度野田村簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可

議案第６号 平成30年度野田村国民宿舎事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可

議案第７号 過疎地域における固定資産税の課税免除に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可

議案第８号 久慈都市計画城内地区津波復興土地区画整理事業施行条例及び久慈都市計画
城内地区津波復興土地区画整理事業保留地処分金基金条例を廃止する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可

議案第９号 野田村保健センター集会室の指定管理者を指定することに関し議決を求めるこ
とについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可

議案第10号 野田村過疎地域自立促進計画を変更することに関し議決を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可

議案第11号 監査委員の選任に関し同意を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可

発議案第１号 教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかるため
の、政府予算拡充を求める意見書の提出について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可

発議案第２号 国民の権利と安心・安全をまもる公務・公共サービスの拡充を求める意見書
の提出について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可

発議案第３号 臓器移植の環境整備を求める意見書の提出について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可

請願 ・ 陳情

採決一覧表

◆請願第７号  「教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかるため
の、政府予算に係る意見書採択の要請についての請願」

請 願 者…岩手県教職員組合県北支部　支部長　荒木　裕之
紹介議員…宇部武典議員
内　　容…子どもたちの豊かな「学び」を実現させるためには、教職員の授業準備や教材研究等の時間
　　　　　の確保が不可欠である。しかし、現状では長時間労働の是正が必要な状況であるため、計画
　　　　　的な教職員定数の改善と義務教育費の国庫負担割合の増加を求める。

◆陳情第10号　「国民の権利と安心・安全をまもる公務・公共サービスの拡充を求める陳情」
陳 情 者…岩手県国家公務関連労働組合共闘会議　議長　岩崎　保
内　　容…震災から７年が経過する中で、国と地方の公務員は復興に向けて全力で取り組んでいるが、
　　　　　政府は財政赤字の原因は公務員等の人件費であるかのように主張し、定数削減などを行って
　　　　　いる。住民の暮らしと安心・安全を守るために、人員と出先機関のこれ以上の削減を行わな
　　　　　いことを望む。

◆陳情第11号　「臓器移植の環境整備を求める意見書の採択を求める陳情」
陳 情 者…移植ツーリズムを考える会　理事　井田　敏美
内　　容…現在、臓器提供数は必要数を大きく下回っている状況にあるため、臓器移植を安心で身近な
　　　　　ものとして定着させるための更なる啓発と臓器提供体制の整備・支援を求める。

　６月定例会には、請願１件、陳情２件を受理し、総務教民常任委員会に付託され審議が行われまし
た。慎重審議の結果、３件とも「採択すべきもの」として決定し、発議案として議会へ提出したとこ
ろ、３件とも可決され、国へ意見書を提出しました。



　  あの問題　どうなりました？
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「返戻品目を 26 品目まで拡大」

「“荒海団”や“かまどのつきや”などでの体験サービス
 を提供開始」

　ふるさと納税は、ふるさとへの寄付金のことで

す。寄付先は“出身地”に関わらず自由に選ぶこ

とができます。村では、いただいたお金を福祉事

業などに充てています。

　29 年度の寄付総額は、“５２１万円”で、

「エンゼル祝金」や「出産祝品」などの事業

費に充てられました。

特に人気の返戻品は・・・

 村のアイス満喫セットです！

 ところで、ふるさと納税ってどんな制度？

　ふるさと納税を産業振興に結び

付けていければと考えるが、今後の

事業の方向性は。

 （H29.3 定例会・予算特別委員会）

　既存のものにとらわれず、体験

的なサービス等といった新しい品

目の開発を検討している。

問 答

追　跡
レポート

※写真は例です

ぷち情報



３月 
　　１日　久慈工業高校卒業式 ・・・・・・・・・全議員

　　11日　東日本大震災大津波記念碑除幕式 ・・・議　長

    11日　東日本大震災犠牲者追悼式 ・・・・・・全議員

    14日　野田中学校卒業式 ・・・・・・・・・・全議員

　　17日　野田小学校卒業式 ・・・・・・・・・・全議員

　　20日　野田・普代岩友会（普代村）・・・・・・副議長

　　21日　三陸沿岸道路田老真崎海岸ＩＣ～岩泉龍泉洞ＩＣ

　　　　　　　　　　　　開通式典（宮古市）・・・議　長

　　25日　涼海の丘ワイナリー　新酒発表会 ・・・議　長

　　27日　野田村保育所修了式 ・・・・・・・・・議　長

４月 
　　５日　野田中学校入学式 ・・・・・・・・・・全議員

　　６日　久慈工業高校入学式 ・・・・・・・・・全議員

　　７日　野田分署職員等歓送迎会 ・・・・・・・全議員

　　９日　野田小学校入学式 ・・・・・・・・・・全議員

16～17日　北部地区町村議会議長会通常総会

　　　　　　　　　　（秋田県鹿角市）・・・議長・副議長
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あ と が き

野田村村政調査会
管外視察研修

～ 議会の動き ～

　野田村村政調査会（会長 八幡文耕）は、６月 17 日か

ら 19 日まで視察研修を行いました。今回の視察では、

「観光から見たまちづくり」をテーマに、埼玉県の東松

山市・越谷市・東秩父村の物産施設などを視察しました。

　また、野田はまなす会設立 30 周年記念祝賀会に参加

し、会員や各関係団体と意見交換を行いました。
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　平成最悪の西日本豪雨災害の後、各地をおそう猛暑
と自然が猛威を振るっています。いつ、どこで何が起
きるか分かりません。ご油断なく。
　さて、広報ができましたのでお届けします。見やす
い紙面づくりを心がけていますが、皆さんからのご意
見をお寄せください。　　　　　　　　　（米田（忠））

５月 
　　１日　ＰＴＡ連合会主催教職員歓迎会 ・・・・・全議員

　　17日　岩手県町村議会議員研修会（盛岡市）・・議員４名

　　18日　野田村商工会通常総会 ・・・・・・・・・議　長

　　21日　道路関係縦軸２団体合同総会（宮古市）・・議　長

　　25日　久慈自動車学校取引先懇親会（久慈市）・・議　長

28～29日　全国町村議会議長会議長・副議長研修会

　　　　　　　　　　　　　 （東京都）・・・議長、副議長

～視察研修を終えて～
　東京での野田はまなす会設立 30 周年記念行事に

参加した後、人口も規模も野田村より小さい「東秩

父村」が経営している道の駅などを視察しました。

　平日というのに食堂はにぎわっており、おみやげ

売場、産直にもお客さんが見られました。大都市に

近いということもあろうかと思いますが、野田村で

計画する三陸沿岸道での道の駅の経営について、人

口が少ない三陸地域でどのように経営していくべき

か考えさせられた、実りある視察研修でした。

（八幡）　


